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海底堆積物形相の自生黄鉄鉱の成長過程が走査型電子顕微鏡と EDS 分析から推測された．その成長の初期段階

では，直径 1 ミクロン以下の球状黄鉄鉱の核が合成される．それらは，5-10 ミクロン程度の揺る詰めのフランボ

イドへ凝集する．その核は，球形から角張った形へ形を変化させ，大きくなり，最終的に自形の微小結晶からなる

フランボイダル黄鉄鉱になる．その後，その黄鉄鉱は，堆積物の間隙中を重力的に沈降し，ジオペタルを形成する．

その間隙は，徐々に黄鉄鉱によって，満たされる．最終的にそれらの黄鉄鉱は，リンからなる糸状物質によって覆

われ，互いがセメントされて，黄鉄鉱ノジュールになると考えられる． 


